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３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
市
長
の
所
信
表
明
に
対
し
て
、
３
月
３
日
に
各
会
派
の
代
表
が
総
括
代
表

質
問
を
行
い
、
市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

た
ま
ち
づ
く
り
に
、
み
ど
り
の

基
金
の
活
用
の
考
え
は
。

答
弁

調
査
・
検
討
を
重
ね
、

東
久
留
米
市
の
価
値
を
高
め
て

い
け
る
よ
う
提
案
等
の
対
策
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

―
―
ひ
ば
り
保
育
園
の
民
間

委
託
に
よ
る
、
①
サ
U
ビ
ス
の

拡
大
と
、
②
今
後
の
保
育
水
準

の
確
保
は
。

答
弁

①
午
後
８
時
ま
で
の

延
長
保
育
、
ま
た
、
公
立
で
は

初
め
て
の
57
日
か
ら
の
産
休
明

け
保
育
・
一
時
保
育
が
あ
る
。

②
18
年
度
か
ら
公
設
10
園
の
第

三
者
サ
U
ビ
ス
評
価
を
実
施
。

―
―
行
財
政
改
革
の
実
施
に

向
け
、
課
題
と
そ
の
解
決
策
は
。

答
弁

今
後
、
事
務
系
退
職

者
の
増
加
傾
向
が
顕
著
の
中
で
、

定
員
適
正
化
を
ど
う
進
め
る
か

で
あ
る
。
職
員
自
ら
が
重
大
な

課
題
と
認
識
し
、
地
方
分
権
推

進
等
に
よ
る
移
譲
事
務
事
業
・

既
存
事
務
事
業
を
精
査
し
、
効

率
的
な
組
織
の
再
編
な
ど
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

―
―
18
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
ス
ポ
U

ツ
セ
ン
タ
U
で
の
サ
U
ビ
ス
は

ど
れ
だ
け
図
ら
れ
た
か
。

答
弁

開
館
時
間
の
延
長
・

通
年
営
業
に
加
え
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
運
行
、
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ

の
開
設
、
市
民
ニ
U
ズ
に
反
映

し
た
自
主
事
業
が
提
供
さ
れ
る
。

―
―
財
政
危
機
宣
言
解
除
後

の
市
政
運
営
の
考
え
は
。

答
弁

今
後
待
ち
受
け
る
環

境
は
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い

と
容
易
に
想
像
で
き
る
。
議
員

指
摘
の
徹
底
し
た
情
報
公
開
と

市
民
に
市
政
の
実
態
を
示
し
、

理
解
と
協
力
を
願
い
、
構
造
改

革
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

の
施
策
に
配
分
す
る
か
が
課
題
。

今
後
、
市
民
の
意
向
等
の
聴
取

な
ど
、
そ
の
手
法
、
ル
U
ル
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
た
い
。

―
―
通
園
・
通
学
路
周
辺
の

安
全
対
策
に
行
政
と
教
育
委
員

会
が
市
民
と
協
力
し
、
早
急
に

人
的
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁

保
護
者
や
地
域
の

方
々
で
組
織
さ
れ
た
子
ど
も
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
校

門
前
の
安
全
指
導
・
登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
U
ル
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
活

動
が
始
ま
っ
て
い
る
と
教
育
委

員
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

―
―
介
護
保
険
制
度
改
正
に

よ
る
施
設
入
所
者
等
へ
の
影
響

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

答
弁

低
所
得
者
の
施
設
入

所
者
に
は
負
担
額
の
軽
減
制
度

が
設
け
ら
れ
、
補
足
給
付
を
行

っ
て
い
る
。
居
宅
介
護
者
の
食

事
代
は
、
各
施
設
の
料
金
設
定

に
基
づ
く
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

と
考
え
る
。
財
政
危
機
宣
言
以

降
、
行
政
運
営
に
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
に
よ
る
Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
定
着
さ
せ
た
が
、
こ

れ
に
は
前
年
度
の
歳
入
の
確
保

が
必
要
。
現
時
点
で
は
そ
の
歳

入
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
に
あ
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
効
率
的
な
予
算
執
行
を
念

頭
に
お
き
、
質
素
倹
約
し
事
業

執
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

―
―
自
助
・
共
助
・
公
助
の

本
来
の
視
点
と
は
。

答
弁

市
は
直
接
的
に
解
決

に
向
け
た
事
業
を
実
施
す
る
だ

け
で
な
く
、
個
人
・
近
隣
・
地

域
で
の
問
題
解
決
に
必
要
な
役

割
を
担
う
べ
き
時
代
に
入
っ
た

と
考
え
る
。
自
助
・
共
助
は
、

一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
や
人

生
の
充
実
を
も
た
ら
す
無
限
の

チ
ャ
ン
ス
と
の
見
識
を
持
ち
、

市
政
運
営
に
当
た
り
た
い
。

―
―
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
の
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
は
。

答
弁

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
登
録
を
制
度
化
し
、
現

在
、
募
集
を
開
始
。
団
体
相
互

間
等
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

防
犯
リ
U
ダ
U
育
成
講
習
会
へ

の
参
加
依
頼
や
意
見
交
換
会
開

催
等
の
支
援
を
し
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

―
―
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

責
任
を
負
う
市
長
と
し
て
、
地

方
分
権
の
立
場
か
ら
具
体
的
な

施
策
充
実
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

行
財
政
運
営
の
結
果

は
、
最
終
的
に
市
民
に
影
響
を

与
え
る
。
施
策
の
充
実
も
慎
重

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
行
政
評
価
を
活
用
す
る
な

ど
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
く
中
で
、
充
実
・
改

廃
は
積
極
的
に
行
い
た
い
。

―
―
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
を
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
全
児
童
対
象
に
無
料
化
を
。

答
弁

撤
廃
を
拡
大
と
の
考

え
は
あ
る
が
、
国
・
都
の
状
況
、

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
判

断
し
て
い
き
た
い
。

―
―
今
後
の
保
育
園
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
会
を
設
置
し
、

計
画
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁

限
り
あ
る
財
源
を
ど

公
　
明
　
党

公
　
明
　
党

公
　
明
　
党

―
―
市
長
選
挙
結
果
の
総
括

と
２
期
目
の
決
意
を
伺
う
。

答
弁

行
財
政
改
革
を
中
心

に
据
え
た
市
政
運
営
が
市
民
に

理
解
さ
れ
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
市
民
福
祉
全
体
の
向
上
を
望

ま
れ
た
証
と
考
え
て
い
る
。
今

後
と
も
自
信
を
持
ち
、
構
造
改

革
に
当
た
り
た
い
。

―
―
公
約
に
掲
げ
た
人
材
バ

ン
ク
構
想
に
期
待
す
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
は
。

答
弁

シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン

タ
U
の
役
割
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
期
待
す
る
が
、
年
齢
で

区
切
る
仕
組
み
で
は
な
い
別
の

形
態
も
必
要
。
今
後
、
慎
重
か

つ
大
胆
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

―
―
水
と
み
ど
り
を
生
か
し

都立六仙公園（４月１日一部開園）

―
―
市
長
選
挙
の
勝
利
結
果

を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
サ
U
ビ

ス
が
代
わ
る
、
市
民
へ
の
負
担

が
変
わ
る
と
い
う
現
象
が
起
こ

る
、
こ
の
行
財
政
改
革
が
市
民

に
理
解
さ
れ
、
前
回
の
選
挙
を

上
回
る
得
票
が
得
ら
れ
た
。
900

票
差
は
、
こ
の
４
年
間
を
振
り

返
れ
ば
大
差
と
同
じ
意
味
が
あ

る
。
今
後
と
も
自
信
を
持
ち
、

市
政
運
営
に
当
た
り
た
い
。

―
―
少
子
・
高
齢
化
社
会
に

向
い
、
地
方
自
治
体
と
し
て
の

行
政
運
営
は
。

答
弁

既
存
事
業
を
評
価
検

証
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

化
・
最
適
化
を
図
る
こ
と
が
、

市
民
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す

唯
一
の
道
で
あ
る
と
考
え
る
。

地
方
自
治
制
度
等
の
改
革
の
中

で
、
い
か
に
的
確
な
行
政
運
営

が
で
き
る
の
か
、こ
れ
ま
で
以
上

に
責
任
の
重
さ
を
認
識
し
、
必

要
不
可
欠
な
構
造
改
革
は
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
。

―
―
能
力
を
引
き
出
す
組
織

人
事
と
は
。

答
弁

総
合
調
整
機
能
の
充

実
や
政
策
意
思
決
定
の
迅
速
化

と
い
っ
た
要
請
に
応
え
な
が
ら
、

市
長
の
意
思
を
組
織
末
端
ま
で

浸
透
さ
せ
る
組
織
を
常
に
意
識

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

―
―
本
市
の
財
政
状
況
は
安

定
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
多
く
の
市
民
の
理
解
と
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
改
め
て

伺
う
。
改
革
と
は
何
か
。

答
弁

最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
の
追
求

―
―
市
長
選
挙
の
結
果
、
現

市
政
に
反
対
す
る
市
民
に
対
し
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁

行
財
政
改
革
を
中
心

に
据
え
た
市
政
運
営
が
市
民
に

理
解
さ
れ
た
と
考
え
る
。
900
票

差
は
僅
差
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

こ
の
４
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、

大
差
と
同
じ
意
味
を
持
つ
と
考

え
る
。

―
―
市
有
地
の
売
却
や
下
水

道
債
の
先
送
り
の
実
情
で
は
、

財
政
危
機
を
脱
し
た
と
は
思
え

な
い
が
、
売
却
は
続
け
る
の
か
。

答
弁

市
政
構
造
改
革
に
取

り
組
む
中
で
、
そ
の
必
要
が
あ

る
の
か
を
判
断
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

―
―
歳
入
増
加
と
い
う
視
点

で
政
策
を
進
め
る
考
え
は
。

答
弁

産
業
振
興
策
の
直
接

的
な
施
策
は
も
と
よ
り
、
教

育
・
環
境
等
の
施
策
も
本
市
の

価
値
を
高
め
、
結
果
と
し
て
歳

入
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

現
在
、
南
沢
地
区
の
大
型
商
業

施
設
の
誘
導
が
あ
る
。

―
―
18
年
度
予
算
は
ど
こ
が

改
革
予
算
か
。

答
弁

歳
入
不
足
の
現
状
の

中
で
、
行
政
評
価
制
度
を
基
本

に
置
い
た
Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
不
断
の
取
り
組

み
を
し
、
広
い
意
味
で
の
ア
ウ

ト
ソ
U
シ
ン
グ
と
人
員
抑
制
を

推
進
し
、
効
果
的
で
効
率
的
な

行
政
の
実
現
を
目
指
す
改
革
予

算
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
参

加
の
仕
組
み
が
不
可
欠
と
い
う

が
、
市
民
参
加
条
例
は
そ
の
第

一
歩
、
取
り
組
む
意
思
は
。

答
弁

市
民
説
明
会
、
委
員

の
公
募
と
い
っ
た
他
の
自
治
体

で
市
民
参
加
条
例
に
規
定
し
て

い
る
幾
つ
か
の
手
法
は
実
施
し

て
い
る
。
一
定
の
ル
U
ル
化
は

必
要
と
も
考
え
る
こ
と
か
ら
、

二
元
代
表
制
の
権
能
に
配
慮
し

つ
つ
制
定
に
向
け
努
力
し
た
い
。

自

信

を

も

っ

て

改

革

実

行

を

¿

18

年

度

予

算

は

ど
こ
が
改
革
予
算
か
¿

行
政
改
革
を
進
め

安
定
し
た
市
政
を

と
し
て
の
役
割
も
含
め
、
こ
の

総
体
を
体
質
と
と
ら
え
て
い
る
。

―
―
わ
が
市
に
お
け
る
小
さ

な
政
府
と
は
何
か
。

答
弁

歳
入
の
増
加
が
見
込

め
な
い
中
、
行
政
サ
U
ビ
ス
を

実
現
し
続
け
る
に
は
、
職
員
総

数
の
抑
制
が
不
可
欠
。
そ
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
サ
U
ビ
ス
を

最
小
の
職
員
で
実
現
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

―
―
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁

現
時
点
で
多
様
な
考

え
方
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
の

存
在
と
し
て
シ
ル
バ
U
人
材
セ

ン
タ
U
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
U

の
役
割
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

期
待
す
る
が
、
雇
用
希
望
を
持

つ
市
民
と
い
う
広
い
観
点
か
ら

は
、
年
齢
で
区
切
る
仕
組
み
で

な
い
、
別
の
形
態
も
必
要
と
考

え
る
。
こ
れ
を
人
材
バ
ン
ク
と

表
現
し
て
い
る
。

―
―
財
政
危
機
宣
言
解
除
を

明
言
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

市
民
の
暮
ら
し
・
平
和
を

守
る
市
政
運
営
を

―
―
憲
法
９
条
の
見
解
は
。

答
弁

日
本
国
の
最
高
法
規

で
あ
り
、
市
政
を
預
か
る
長
と

し
て
当
然
尊
重
し
、
擁
護
す
る

義
務
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
平

和
の
尊
重
」
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
事
業
を
進
め
て

き
た
。
今
後
と
も
平
和
で
安
心

―
―
市
長
選
挙
の
結
果
に
つ

い
て
は
「
も
っ
と
市
民
の
声
を

聞
い
て
」「
丁
寧
に
説
明
す
る
」

と
い
う
民
意
の
結
果
だ
と
思
う

が
、
感
想
は
。

答
弁

前
回
の
選
挙
を
上
回

る
得
票
を
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
心
を
配
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
指
摘
は
謙

虚
に
受
け
止
め
、
今
後
も
一
層

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

―
―
市
役
所
の
体
質
改
善
を

図
る
と
い
う
が
、
体
質
と
は
。

答
弁

地
方
分
権
の
流
れ
の

中
で
自
立
し
た
自
治
体
で
あ
り

続
け
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
能
力
・
意
欲
は
大
き
な
要

素
。
そ
の
能
力
を
引
き
出
す
手

法
や
合
理
的
な
組
織
と
い
っ
た

仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。
市
長

社
会
社
会
・
市
民
会
議

市
民
会
議

社
会
・
市
民
会
議

民

意

を

大

切

に

分
か
り
や
す
い
市
政
を

依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
た
と
認

識
し
て
よ
い
か
。

答
弁

市
独
自
の
課
題
を
解

決
し
、
同
宣
言
を
解
除
し
た
と

し
て
も
、
改
革
・
改
善
に
よ
る

財
政
効
果
を
飲
み
込
ん
だ
状
態

が
続
く
限
り
、
市
政
構
造
改
革

を
進
め
、
中
長
期
的
に
見
通
し

た
財
政
運
営
に
意
を
用
い
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

★
現
状
の
事
務
事
業
の
活
動

実
績
を
把
握
し
（
Ｄ
Ｏ
）
、

そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
評
価

を
行
い
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
、

そ
こ
か
ら
改
革
や
改
善
の
視

点
を
考
え
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
）
、
翌
年
の
予
算
や
計
画

に
反
映
さ
せ
る（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

と
い
う
サ
イ
ク
ル

★
基
礎
か
ら
始
め
て
全
体
を

組
み
立
て
る
方
式

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
Ａ
サ
イ
ク
ル


